
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもお世話になります。４月には期待に胸をふくらませてスタートしたはずなのに、新しい環境についていけず「焦り」を感じはじめ、仕事への意欲を減退させてしまう「５月病」が流行るのがこの時期です。 私たちを取り巻く環境の変化はますます激しくなりますが、たまにはゆっくり歩むことも大切ですね。 

突然の閃きでアイデアが浮かぶ時です。常にメモを用意して書き取めておくと、後々役立ちそうです。 
多忙な１ヵ月になりそうですが、とにかく実績を作るときです。この実績が後の好運となります。 

ストレスから体調を悪くしそうです。適度に息抜きをするなど、リラックス方法を考えてみましょう。 
いつになく積極的になれる時です。もう一歩踏み込んで、自分をアピールすると「吉」となります。 

【【【【ガソリンガソリンガソリンガソリン税税税税のののの話話話話でよくでよくでよくでよく登場登場登場登場するするするする「「「「蔵出蔵出蔵出蔵出しししし税税税税」」」」ってってってって何何何何？】？】？】？】    

 ガソリンの暫定税率が話題になっているときに「蔵出し税」という言葉をよく耳にしたと思います。この「蔵出し税」とは、製油所からガソリンが出荷されるときに、税金を課税する仕組みのことを言います。その他には酒税も「蔵出し税」となり、ビール工場等から出荷されるときに課税されます。では、なぜこのような課税方法とするのでしょうか？ そもそも、ガソリン税も酒税もその税金を負担するのは、私たち消費者です。ですから、缶ビールなら「プシュ！っと開けた瞬間に酒税を徴収する」というのが本来です。しかし、大勢の消費者から税金を徴収するには、多くの労力と費用がかかってしまいます。そこで「消費者」や「販売店」よりも圧倒的に数の少ない大本の「製造元」から徴収することで、徴収コストを抑えようと考えられたのが「蔵出し税」です。国税庁によると平成１５年では税金を１００円徴収するのにかかったコストは１.７８円になるそうです。 
 ちなみに、軽油は「蔵出し税」 ではありません。それは、軽油 が「地方税」のため、蔵出しに してしまうと、大本の製油所の ある都道府県にしか税金が入ら なくなってしまうためです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世利公認会計士世利公認会計士世利公認会計士世利公認会計士・・・・税理士税理士税理士税理士事務所事務所事務所事務所    〒535-0002  大阪市旭区大宮４－１９－３ 電話：06-6957-1065 ＦＡＸ：06-6957-1860 
http://www.serikaikei.com 

ﾒｰﾙ：asahi＠serikaikei.com 

男性向男性向男性向男性向けフレグランスガムけフレグランスガムけフレグランスガムけフレグランスガム    『『『『オトコオトコオトコオトコ香香香香るるるる』』』』     「加齢臭漂う臭いオヤジ！とは、もう言わせない」 このガムを噛むと１～２時間後に体全体からふわっとバラの香りがにじみ出ます。コンビニなどで販売。（値段１５８円）  

巷ではメガブームです。東京・池袋のナンジャタウンでは６月８日まで期間限定で「ナンジャ・メガフェスタ」が開かれ、その中で注目されているのが「めが仰天プレミアポット満腹プリン」です。約２５０人分が美濃焼きのカメに入った迫力満点！のメガプリンです。一人でチャレンジしたら、メガトン級のボディになること間違いなしですね！ 
マクドナルドの「メガマック」から始まり、すき家の「メガ牛丼」、ウェンディーズの「スーパーメガウェンディーズ」など、 

今月今月今月今月のののの商売商売商売商売のヒントのヒントのヒントのヒント：【：【：【：【税理士税理士税理士税理士としてのとしてのとしてのとしての生生生生きききき様様様様    ～～～～少年少年少年少年のののの日日日日のののの思思思思いいいい出出出出】】】】    

 別に彼は「だれかから評価をされたい」とか、「なにかの業績で認められたい」とか、 そんな小さなことなど思ってもいません。それは、私の仲間の１人の税理士のことで す。でも、ちょっと遠くにいる少年だけには、自分のことをよく見ていて欲しいと言 いました。その少年は今、中学１年生です。３年前、少年が１０歳のときに、両親が 経営している町工場が倒産しました。その処理をしたのが税理士の彼でした。彼から 聞いたこの話を、私は一生忘れることはできません。 町工場が倒産すると当然、社長夫婦とも自己破産です。すると、不安に怯える社長が、毎日のように彼へと電話をかけました。彼も忙しい中をぬって、２日に１度は顔を出しました。彼は、完璧にヒーローでした。無邪気な少年のその目に映った彼は、なんだか困っているお父さんや、うろたえるお母さんを助けてくれるヒーローでした。悪い奴から守ってくれる仮面ライダーやウルトラマンやマジンガーＺと同じだったのです。彼は「私の世代のヒーローって、今の小学生には分からないよねぇ」と少し照れながら笑いました。ある日、少年は、顔を見上げると「おじさんって、と～っても強いんだね」と目を輝かせて言いました。すると彼も「そうさ、おじさんはスッゴク強いのさ」と手を腰に当てると高笑いをしました。だから、負けられません。名誉も地位もまったく興味のない彼が、このたった１人の少年のために、絶対に負けられません。  だって、仮面ライダーがショッカーに負けてしまったら、番組は終わります。番組の視聴者が、たった１人だけでも約束をしたおじさんは、負けられない。今でも、中学生の少年からは、ときどき電話があるようです。両親の、その苦しそうな姿を見ていたからこそ、自分も将来は会社を興したいと言っているそうです。そして、彼に「そのときは手伝って下さい」と。だから彼は、少年の秘めたる想いを叶えてあげるまで、倒れる訳にはいきません。私は、税理士としてのあるべき理想の姿を彼の生き様に見た気がしました。そして私も、と～っても強いんです。 


